
取扱説明書

夏を乗り切る強い味方

このたびは、弊社製品をご購入いただきありがとうございます。

お使いになる前に、必ずこの取扱説明書をよくお読みいただき、正しく安全にお使いください。

なお、この取扱説明書はお手元に大切に保管してください。
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仕 様

１．＜車載用タイプ＞仕様

タンク 市販飲料用のペットボトル（２Ｌ相当）１本

ノズル組込電動ファン ２台 （各１台にノズル１個組込）

ノズルタイプ ２流体方式

ミスト量の調整 付帯する調整バルブによる

ミスト噴霧量 ０～９．０ Ｌ/ｈ （バルブ調整による。最適：０．５ Ｌ/h付近）

水吐出圧力 ０．１５～０．２０ Ｍｐａ

ファンスピード 強 ・ 中 ・ 弱 の３段階調整

定額入力電圧 ＤＣ１２Ｖ

消費電力 ７８Ｗ （６．５Ａ １２Ｖ）

本体寸法 Ｌ３３５×Ｗ１６０×Ｈ１６５mm

本体重量 ２．４ｋｇ

注意：ボトルケージを取り外すと、本体内のボトルケージ取付板が落ち、故障の原因になります
ので、ボトルケージは絶対に取り外さないでください。
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安全上のご注意
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３．本体と付属品

本体 １台 ノズル付きファン ２組
（緩衝スポンジ付き）

本体ケース取付セット １組

ミスト量調節バルブ付き
水チューブセット
長さ約３ｍ １組

エアーチューブセット
長さ３ｍ １組

吸込チューブセット
長さ約０．７ｍ １組

結束バンド
長さ １５０ｍｍ ８本

フューズ（予備） １個

ファン電源ケーブル
長さ約３ｍ １組

外部電源接続ケーブル
長さ約３ｍ １組

本体ケース固定ベルト １組

リモコン １個
（乾電池付：特殊 12V/23A）
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４．利用準備

ノズル付ファン及び本体の取付は、車両運転席の状況に応じて行ってください。

（１）ノズル付ファン（取付け金具部緩衝スポンジ付き）の取付け

車両の運転席周辺の支柱又は天井梁などの適当な場所に取付てください。
取り付けに付属の結束バンド又は相当品等をご利用ください。

（２）本体の取付

運転席の周辺支柱又は適当な本体を配置してください。

配置及び取付について、本体ケース取付セットや本体ケース固定ベルト等をご利用ください。
本体ケース取付板を支柱に結束バンド等で取り付けてください。
本体ケースブラケットを本体ケース取付板にはめこみ、本体ケース固定ベルトでしっかり固定
します。

又は本製品をご購入された販売店にご相談ください。
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（３）本体ケース取付板の取付方法

必要に応じて本体ケース取付板を本体に取り付けてご使用ください。
本体を逆にし付属の５本のタッピングねじと平座金で図のように本体ケース取付板を
本体に取り付けてください。

（４）チューブ及びファン電源ケーブルの連結

１） ノズル付ファン側との連結

２組のノズル付ファンの各々について、青色の
水チューブ及びオレンジ色のエアチューブ各１本、
合計２本のチューブ各々を継ぎ手に押し込んで
連結してください。オレンジ色のエアチューブは
オレンジ色のチューブに付いている継ぎ手に、
透明のチューブは青色の水チューブについている
ミスト量調節バルブに連結してください。

ファン電源ケーブルについて、相手継ぎ手とのはめ合いを確認し、そのまま“クリッ”と
音がするまで押し込んでください。
外す場合は、青色のリングを左（矢印の方向）に廻し、ケーブルを抜いてください。

※継ぎ手の連結についてはページ９の「チューブを連結・分離する場合の注意」を
お読みください。
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２） 本体側との連結

青色のチューブ１本（２本に分岐する前）、
オレンジ（橙）色のエアチューブ２本及び
ファン電源ケーブルの１本、合計４本を
それぞれ対応する本体側の継ぎ手に
連結してください。
（水チューブ、エアチューブは、適当な長さで切断し、ご使用ください）

（５）吸水チューブ、返水チューブの取付け

吸水タンクに市販飲料水のペットボトルが利用できますが、
異物等の混入が無いよう努めてください。
ペットボトル内に水が入っており、水フィルターが
水の中に沈められているのを確認してください。

青色及びオレンジ色の合計２本のチューブを本体側の継ぎ手に
連結してください。
青色のチューブは“吸水” 継ぎ手に、オレンジ色のチューブは
“返水”継ぎ手に対応します。

チューブを連結・分離する場合の注意
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（６）外部電源接続ケーブルの取付け

１） 本体側との連結

外部電源接続ケーブルを“入力（ＤＣ１２Ｖ）”と
書かれている 継ぎ手に連結してください。
はめ合いを確認し、そのまま“クリッ”と音がする
まで押し込んでください。
外す場合は、青色のリングを左（矢印の方向）に
廻し、ケーブルを抜いてください。

２） 車両のバッテリーに連結

本製品はＤＣ１２Ｖ仕様です。
車両バッテリーの電圧がＤＣ１２Ｖであることを
確認し、バッテリー形状に合わせ、ケーブルと
の取り付けを行ってください。
（右の挿絵には取り付け用クリップがついてい
ますが、本製品にはクリップが付属品として含
まれませんので、車両バッテリーの端子形状
に合うものでケーブルとの取り付けを行ってください）

外部電源接続ケーブルの赤線側をプラス極に、青線側を
マイナス極に各々接続してください。接続を間違えると
本機が起動できないだけでなく故障の原因になります。

【注意】 バッテリー式車両に使用する場合は、必ずバッテリー電圧に合ったＤＣ－ＤＣ
コンバーターをご購入し、外部電源接続ケーブルと一緒に正しくご使用ください。
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延長コードご使用に際して

延長コードをご使用される場合は、本機を最高の能率で支障なくご使用いただくために、
良好な状態で十分な太さの延長コードをできるだけ短くお使いください。
延長コードは本機のコードと同じような被ふくを施したコードを利用してください。
使用できる延長コードの太さと最大長さの目安は下記になります。

５．使い方

（１）操作盤及びミスト量調節バルブについて、下記表の操作順に従ってください。
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（２）リモコンにより前項の遠隔操作（ミスト調節除く）が出来ます。
リモコンには予め乾電池が取付けてありますので、放電防止用
絶縁紙を取り除いてからご使用ください。
また、リモコンの“△ ▽ ”ボタン、及び本体操作盤の“POWERと
STOP”の操作（下記ラベル参照）でファンのスピード調整（強・
中・弱の３段階）が出来ますので、作業環境に合わせて調節
してください。

注意：本体とリモコンは、必ずセットでご使用ください。他のリモコンで操作しても作動しません。
リモコンで他の本体の操作しても同様です。
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６．保守・点検

本機は、取り込む水及びエアーに異物等が混入しないようそれぞれに濾過機能を具備しております。
通常利用される水道水には、藻の原因となる菌及びカルシウム等のミネラル成分が含まれることが
あります。その水を長期にわたって運転及び停止を繰り返すうち、内部に滞留及び残留した水の中
に藻類が発生、またノズル吐出孔の周辺にミネラル質の析出により白い堆積が生じるようになり、こ
れらが微細なノズル孔の目詰りの原因になりやすく、寿命を縮めることになります。
本機を長くご利用いただくため、以下のような水質保全を始め保守・点検にご協力お願いします。
保守・点検は、電源ケーブルを本体から取り外してから、行ってください。

（１） 水質の保全

・異物の混入を避けるため水道水または市販の水をご使用ください。
・市販飲料用の空いたペットボトルを水タンクとして利用する場合でも、１週間毎に他の新しい
ものと交換して藻類の発生を抑えるようお勧めします。
・ペットボトルの水中に藻類及びノズルの先端に白いミネラルの析出といった目詰まりにつなが
る異常など、毎週初めに目視点検する等により早期の発見に努めてください。

・ノズルの目詰まりは積極的に予防することが望ましく、例を下記に挙げます。

右図は、台所用品の抗菌剤として知られ、飲用とは違う
クエン酸です。この水溶液は、水中の藻類の成長及び
繁殖を抑え、同時にカルシウムの析出及び堆積を抑え
る場合にも効果が期待されます。

本ミスト装置で利用する場合、クエン酸水溶液の濃度は
（大さじ２杯/１リットル）程度以下で、水溶液を利用する
頻度は、毎週はじめとする等の定期的に行う目視点検の
時期に合わせ適宜調整してください。
ミスト発生の試運転を５分間程度行ってください。この
試運転では、ミスト量調節バルブを全開にすることが
適当です。

（２） 水タンク内の点検

タンク内の水に藻類が見られた場合、直ちに水タンク及びタンク内に挿入した吸水用の
水フィルターを洗浄してください。

クエン酸溶液でタンク内及び水フィルターを洗浄するか又はペットボトルの場合別に
新しく空いたものと交換してください。
洗浄が終わるとクエン酸溶解液によるミスト発生の試運転を５分間程度行ってください。
この試運転では、ミスト量調節バルブを全開にすることが適当です。

タンク内の水に藻類が見られない場合でも、週に１回程度、水フィルターを清水で洗浄
してください。
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（３） ノズルの点検

・ミストの発生は正常であるが、ノズルの吐出孔廻りに白い堆積が見られた場合：

クエン酸水溶液を含浸させた綿棒を用いる等により、
白い堆積物にクエン酸液の塗布を毎朝１回程度の頻
度で繰り返し、堆積が減少するかを観察してください。

又はクエン酸液の濃度を適宜増して塗布を継続しても
効果が見られない場合、お買い上げの販売店にご相談
ください。

・ミストの発生がなく又は異常である場合：
下記処置を試みてください。それでも問題が解決しない場合、お買い上げの販売店に
ご相談ください。
① 細い針金等をノズル孔に差し込んで異物の除去を試みる。
② ノズル孔にエアーブローを試みる。

この異常状態で、ノズルの吐出孔廻りに白い堆積も重なる場合は、お買い上げの販売店に
ご相談ください。

（４） エアークリーナエレメントの清掃及び取替え
エアークリーナエレメントは環境の影響を最も受けやすく目立たない配置で劣化が
進みやすいため、こまめに保守・点検を行ってください。

１）実施のタイミング
清掃及び取替えは、下記期間を最短の目安とし、塵埃環境の程度に応じ適宜
加減してください。

・清掃：利用時間５０時間毎
・取替：２年に一度取り換えることをお勧めします。

２）清掃及び取替え

① エアークリーナエレメントの取り出し
エアークリーナエレメントは、本体の底面中央の
カバーを外して取り出します。

② エアークリーナエレメントの清掃および収容
（ⅰ）取り出したエアークリーナエレメントを

エアーガン等で清掃してください。
（ⅱ）又は、ぬるま湯で洗い完全に乾かしてください。
（ⅲ）フィルターの処置を終えたら元通りに収容し、

カバーを取付けます。



15

（５） 水フィルターの清掃及び取替え

水フィルターは、万一繊維性の異物等がボトル内の水に混入しても
吸水チューブ内に紛れ込まないように濾過することにより安定した
ミストを発生するという重要な働きをします。

１） 目視点検
網目に目詰まりがないか、水中に異物がないかを日常の運転前に
目視確認に努めてください。

２）清掃及び取替え
①網目が繊維性のもの及び藻等で目詰まりしている場合、洗浄する等除去してください。
②水フィルターの目詰まり除去が難しい場合、新しく取り換えしてください。

（６） その他アフターケア

保守サービス及び修理に関するご相談は、お買い上げの販売店ににお問い合わせください。

７．お手入れ・収納

シーズンオフ等で長期間ご利用の予定がない場合、下記要領でお手入れ及び保管ください

（１） 残留水を抜き取る。
１）吸水チューブ先端の水フィルターをペットボトルの水面から引き揚げてください。
２）主電源に続き送水ボタンを押し、ノズルから水が出なくなるまで続けてください。
３）次にミスト起動ボタンを押し約１分間カラ運転を行い完全に水を抜いてください。

（２） シーズンオフ等で長期間使用しない場合、本体の入力端子から電源ケーブルを外し、
ビニール袋等で包み塵埃の堆積を避けてください。

（３） 本体下部の冷却換気孔及び継ぎ手等に埃が侵入しないようカバー等で覆う。
カバーによる覆いを行わない場合、こまめに汚れ落しを行い、汚れや塵埃の堆積を
避けてください。

（４） 汚れ落としには、揮発性の溶剤類、磨き粉、アルカリ性洗剤などの使用を避け、
中性洗剤を含ませてよく絞った柔らかい布を使用するが、洗剤が残らないよう十分
拭き取った後、乾かしてください。

（５） 乾電池漏電防止のため、リモコンに取り付けられています乾電池を外し保管してください。
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８．故障かな？と思ったら

ご使用中に異常が生じた場合、次の状況に応じてご対応ください。


